
岐阜県博物館調査研究報告，（26）：35－44，Mar．31，2005

明治から大正にかけて活躍した標本商、長輿について

35

説田健一・時田賢一＊

On the specimen dealer，Mr．Nagayo，Who played an active part

from the Meiji to the Taishou eras

Ken－ichi SETSUDA＆Ken－ichi ToKITA

1．はじめに

岐阜県博物館では、平成11年（1999）9月に岐阜市内の

柳原家から柳原要二（1892－1961）が明治後期から昭和

初期に折居彪二郎、籾山徳太郎、長輿鼎、高山鼎二など

から購入または交換して収集しだ鳥類標本1521点の寄贈

を受けた（説田・時田，2001）。当館では、特別展「あ

のころいた島」で、柳原要二鳥類コレクションの概要を

紹介し（岐阜県博物館，2001）、標本収納箱から見つかっ

た折居彪二郎の書簡の内容を翻刻し、折居彪二郎と柳原

要二の関係を考察した（説田・斉藤，2003）。

柳原要二鳥類コレクションには、長輿標本店から購入

した標本（本剥製、仮剥製、巣卵標本など）が99点ある

（説田・蒔田，2001）。長輿標本店について、詳しいこと

は分かっていないが、山階（1934）はムコジマメグロ

ApalQpterOnfdmiliarefdmilialeの項目で『猶ほ黒田長

彊氏に拠れば京都帝国大学には父島にて長輿氏（実際渡

航したるは高田昂なりと云ふ）が1910年11月に採集した

と云ふ此の亜種の1標本が蔵せられて居ると云ふ』と記

している。また、森岡（2000）は『長輿標本店が横浜の

某所にあった』と生前の小林桂助氏から聞いている。

本稿では、柳原要二の住所人名録、標本収納箱の宛名

書き、仮剥製の標本ラベルから判明した長輿標本店の所

在地と取引があった動物採集人を紹介し、国立科学博物

館所蔵（旧京都帝国大学所蔵）のものを含め、長輿標本

店のメグロA．hmiliare標本について考察した。

2，柳原要二の住所人名録について

本住所人名録（図1）は縦18．5cm横12cmの大きさで4

頁あり、製本された住所人名録から外して保存されたも

のである。作成時期は不明だが、標本商、書店、研究者、

医者などの住所が書き込まれている。

このうち、長輿鼎は、1頁1行目にあり、職業は「博

物標品商並輸出入商」、住所は「東京市神田区裏猿楽町

六番地」とある。本稿の論旨からは外れるが、標本を扱

う業者は長輿以外に、1頁5行目に島津製作所標本部、

同じく8行目に柴山悦次郎、同じく9行目に花岡博物標

品店、2頁4行目に高山鼎二、同じく5行目に折居彪二

郎、同じく10行目に藤本太一を確認できた。

3，標本収納箱の宛名書きについて

長典鼎（または長輿標本店）とその住所（東京市神田

区裏猿楽町六番地）が記された標本収納箱は5箱、確認

できた。

1）大正9年（1920）7月25日発送の収納箱（図2）

この収納箱は紙貼りの木箱で、大きさは幅14cm、奥行

き51．5cm、高さ20cmであった。蓋表の上方に貼られた半

紙の右上に「岐阜局内細畑150　柳原要二殿行」、左上に

「大正九年七月廿五日」、左下の隅に長輿鼎の住所と名前

の印がり、その下に墨で「出入」とある。また、蓋表の

左下に（開函ノ節御注意）と墨書きがあった。

2）大正9年（1920）8月6日発送の収納箱（図3）

この収納箱は木箱で、大きさは幅11cm、奥行き26cm、

高さ10cmであった。蓋表に右上に「岐阜局内細畑150

柳原要二殿」、左下の隅に長輿鼎の住所と名前の印があ

り、その下に墨で「出入」とある。また、箱の右側面に

「大正九年八月六日」、左側面に　く開函ノ時在中ノモノヲ

破損セヌ様注意）と墨書きがあった。

3）大正10年（1921）10月11日発送の収納箱（図4）

この収納箱は木箱で、大きさは幅24cm、奥行き51cm、

高さ23cmであった。蓋の表に貼られた半紙の中央に「岐

阜局内細畑150　柳原要二殿行」の墨書き、左上に「大

正十年十月十一日」、左下の隅に長輿鼎の住所と名前の

印とその下に墨で「出入」とある。また、蓋の裏には、

須走那須走村の高田昂から長輿鼎への宛名書きが貼り付

けてあった。

4）発送日不明の収納箱1（図5）

この収納箱は紙貼りの木箱で、大きさは幅31cm、奥行

き39．5cm、高さ15cmであった。蓋の表に右上に「岐阜局

内細畑150　柳原要二殿行」の墨書き、左下の隅に長輿

鼎の住所と名前の印とその下に墨で「出入」とある。
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5）発送日不明の収納箱2（図6）

この収納箱は木箱で、大きさは幅14cm、奥行き51・5cm、

高さ20。mであった。蓋表に「岐阜局内細畑150　柳原要

二殿行」、箱裏に送付元（長輿鼎）住所の墨書きがあっ

た。

4，長英標本店の仮剥製のラベル

柳原要二が追加したラベルに購入先を長輿と記録した

仮剥製は43点ある（図7－9B）。購入先のラベルが外

れた1点を除き、長輿が柳原に販売した標本のラベルは

3種類が確認できた。

1）標本店名が印刷されているラベル

中央下に「長輿標本店」と印刷されたラベル（図7A）

が付けられた仮剥製標本は14点ある。柳原は大正9年

（1920）7月20日（5点）、同年11月5日（8点）、同年11

月7日（1点）にこれらを購入している。

2）標本店名が印刷されていないラベル

標本店名の印刷はないが、図7Aのラベルと大きさや

筆跡がほぼ同じラベル（図8A）が付けられた仮剥製標

本は13点ある。柳原による追加ラベルに長輿から購入し

たことが記録されている（図8B）。柳原は大正9年（1920）

12月7日（2点）、大正10年（1921）2月14日（1点）、同

年12月6日（8点）、同年12月7日（2点）、大正11年

（1922）6月4日（2点）にこれらを購入している。

3）長野の理科標本商「高山」のラベル

柳原による追加ラベルに長輿から購入したことが記録

されているが（図9B）、図9Aのラベルは「長輿標本店」

のものではない。これらのラベル（図9A）は、長野県

の理科標本商「高山」のラベルで、長輿経由で柳原が入

手した「高山」の仮剥製標本は15点ある。柳原は大正10

年（1921）1月25日（4点）、同年2月14日（5点）、大正

11年（1922）6月4日（1点）、同年7月9日（1点）、大

正12年（1923）2月15日（4点）にこれらを購入している。

5，長輿標本店のメグロ標本について

メグロApalQpterOn jdmiliareは小笠原諸島に固有な

ミツスイ科の小鳥で、亜種ムコジマメグロA・fjbmilialQ

は父島列島と葦島列島、亜種ハハジマメグロ

A．fhahasimaは母島、向島、妹島に分布する。亜種ム

コジマメグロA．ffdmilia7eは、1930年以降、確実な記録

がなく、絶滅したと考えられている（梶田，2002；松

田・金井，2002）。

長輿標本店が販売したメグロA厄miliale標本（図10，

11）は、5点が確認できた。このうち、国立科学博物館

所蔵（旧京都帝国大学所蔵）の標本は、明治43年（1910）

11月、小笠原群島父島採集の雌雄2点で、岐阜県博物館

所蔵の標本は、大正2年（1913）11月、小笠原島採集の雌

雄2点、大正6年（1917）12月小笠原母島採集の雄1点で

ある。

これらの仮剥製標本に付された長輿標本店のラベルは、

国立科学博物館所蔵のもの（図10）には、中央下方に

「長輿標本店」と印刷されているが、岐阜県博物館のも

の（図8，11）にはない（ただし、柳原要二がつけたラ

ベルに長輿から購入したことが記録されている）。いず

れも、採集地や採集年月の記載はあるが、採集者は不明

である。また、国立科学博物館所蔵の長輿標本店のメグ

ロ生佃milialQ標本には、黒田の印がある。

6．考察

柳原要二の住所人名録（図1）と標本の一部が収納さ

れていた木箱（図2－6）の宛名などから、長輿鼎が博

物標品商兼輸出入商であること、横浜（森岡，2000）以

外に東京市神田区裏猿楽町六番地にも店舗があったこと

がわかった。長輿標本店の巣卵標本には柳原が付け加え

たラベルがないが、仮剥製に付けられたラベ）レから、柳

原は大正9年（1920）7月20日から大正12年（1923）2月15

日にかけて、長輿標本店からたびたび標本を購入したこ

ともわかった。東京学術標本業組合（1925）が発行した普

通教育学術標本目録には、長輿標本店の広告はない。こ

の目録の緒言には、大正12年（1923）9月1日の関東大震

災で組合員が多大な損害を被ったことも記されている。

大正12年（1923）2月15日以降、柳原が長輿標本店から標

本を購入していないのは、東京にあった店舗が被災した

ことによるのかもしれない。

長輿標本店の標本ラベ）レには、採集著名が記録されて

いないが（図7，8，10，11）、木箱の裏の宛名書き

（図4）と標本ラベル（図9A）から、長輿標本店と取

引があった採集人（または標本商）が二人確認できた。
一人は静岡県の富士山麓（須走）の動物採集人、高田昂

である（図4）。高田は、横浜の貿易商、アラン・オース

トンの依頼で鳥獣を採集した人物でもある（初山，1930‥

松山1997）。もう一人は長野県の「高山」である。柳

原要二の住所人名録（図1）には、高田昂の名前は見当

たらないが、「高山」については高山鼎二が理科標本商

として記入されている。高山鼎二はタカヤマケミカル株

式会社の創始者、高山忠四朗の義父で、農務省の鳥獣調

査員であった（日本野鳥の会諏訪支部，2000）。

山階（1930）は、ハハジマメグロA．fhahasimaを記載

した論文の中で『小笠原島で長輿鼎が採集したという
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カラスバトColumbajathina jathinaをかつて見たが、

明らかに伊豆七島産のもののようだった・　（＊原文

は英文）』と、長輿標本店の標本の産地等の不確実性を

指摘した。したがって、山階（1930）は、長輿が明治43

年（1910）に採集したというメグロA．hmiliare標本（図

10）の採集地（小笠原群島父島）についても強い疑いを

持っていた。山階（1934）が『・・・長輿氏（実際渡航

したるは高田昂なりと云ふ）　・』と述べているよう

に、長輿鼎が動物採集人（または研究者）であったとい

う記録はない。高田昂がアラン・オーストンの依頼で小

笠原母島及び姪島でメグロA．hmiliareを採集したのは

明治37年（1904）1－2月で（籾山，1930）、確認できた

長輿標本店のメグロA．hmiliare標本の採集日には合致

しない。長輿標本店がどのように小笠原産のメグロ

A．hmiliareを仕入れたのかは分からないが、高田昂は

長輿の依頼で、小笠原へ渡航した可能性もある。また、

初山（1930）によれば、当時はメグロA．hmilia7鯵の活

鳥も東京へ持ち込まれ、オガサワラメジロあるいはシマ

メジロとして売られていたという。長輿標本店のメグロ

A．hmiliale標本は、ラベルにオガザワラメジロと記さ

れており、飼い鳥を入手し、標本にしたものかもしれな

い。
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図2　大正9年（1920）7月25日発送の収納箱．左：蓋表上方の宛名書き．右：蓋表下方の注意書き．
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図10　長輿標本店のメグロApalQpterOnjdmiliale仮剥製標本のラベル（国立科学博物館所蔵）．

上：全体（A：国立科学博物館のラベル．B：京都帝国大学したラベル1．C：長輿標本店のラベル．

D：京都帝国大学のラベ）レ2）．

下：長輿標本店（C）のラベル（拡大）．
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図11。長輿標本店のメグロApalQpterOnjdmiliale仮剥製標本のラベ）レ（岐阜県博物館所蔵）・

上：大正2年（1913）11月に小笠原島で採集されたメス標本．

下：大正6年（1917）に小笠原母島で採集された雄標本．

A：長輿標本店のラベル．B：柳原要二が付加したラベ）レ．


